
NPO 法人 高齢社会の住まいをつくる会 2011 年度第１回スキルアップセミナー 

『事例を通して在宅の認知症高齢者の生活環境を考える』 
～「分かりやすくする工夫」とは何か？～ 

 

ＣＰＤ単位認定申請中	 
	 

 在宅で暮らす認知症高齢者が増えています。 
介護職員など多くの目が見守る施設に比べ、在宅での生活は孤立しがちで、心や体の状態によっ
ては、住み慣れていたはずの「住まい」にも不具合が生じます。 
在宅生活の場合に見落とされがちなのが、「本人の生活」を見ることです。同居家族の生活を守り
ながらも、認知症の方の視点に立って望ましい生活環境を考えることが大切です。 
 今回は、個々の家庭で試みられてきた「分かりやすくする工夫」の事例をテーマにして、意見
を交換しあう参加型のセミナーです。 認知症高齢者の生活を支援するための大切な視点とは何
でしょうか？ ご一緒に考えてみませんか。 
 
■講 師 ：  

 

 

 

 
 

■日 時 ： ２０１１年 １０月１３日（木）  １９：００ ～ ２１：００ 

■会 場 ： 東中野「テラハウス」 講義室   東京都中野区東中野４－２－３ 
中央線・総武線/都営地下鉄大江戸線「東中野駅」東口下車駅前 
東京メトロ東西線「落合駅」下車 徒歩 10 分 

 

 ■参加費 ： ３,０００円 （高住会会員/学生は２,０００円） 当日支払 
 
 ■お申込 ： 高住会事務局 宛 １０月６日までにファックスまたは Eメールにてお申し込み下さい 

                       （定員３０名 先着受付） 

   Fax： ０３- ３９９６- ５４０６  又は e-mail： info@kourei-sumai.com 
………………………………………………………………………………………………..……………….. 
□お名前（ふりがな） 

 

 
 

□ご所属       [  高住会会員  学生   ] 
↑◯印をお付け下さい 

 

□TEL/FAX 

 

 

□E-mail  

………………………………………………………………………………………………..………………..	  
主催:  バリアフリー住宅設計実務者ネット   NPO 法人 高齢社会の住まいをつくる会  

〒177-0033 東京都練馬区高野台３-３６-１５-５０５ 

http://www.kourei-sumai.com 

大島 千帆  早稲田大学人間科学学術院 助教。 博士（社会福祉学）、社会福祉士、精神保健福祉士。 
専門は、認知症高齢者のケア環境。「ケアと環境研究会」のメンバー、FJC ２級。 

 
沼田 恭子 NPO 法人高齢社会の住まいをつくる会理事・一級建築士事務所主宰 
       「ケアと環境研究会」のメンバー、施設環境づくりや在宅環境調査に参加、FJC ２級。 

 


